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【目的】
　トップアスリートにおける期分け別（トレーニング期、試合期）の牛乳・乳製品摂取状況の実態を把握
することを目的とした。あわせて競技区分による牛乳・乳製品摂取状況の違いも調査した。
【方法】	
　国立スポーツ科学センターで実施された派遣前メディカルチェック（リオデジャネイロオリンピック（以
下、夏季）、平昌オリンピック（以下、冬季））を受けた選手を対象に自記式の問診票を用いて調査した。
【結果】
　牛乳の摂取頻度は、夏季の女性（トレーニング期3.6 ± 2.8日/週、試合期3.2 ± 2.7日/週）、冬季の男性（3.9 
± 2.7日/週、3.6 ± 2.7日/週）、冬季の女性（2.8 ± 2.7日/週、2.6 ± 2.7日/週）で試合期がトレーニング
期に比べて有意に低かった。乳製品の摂取頻度は、冬季の女性で、試合期の摂取頻度（4.8 ± 2.1日/週）
がトレーニング期（4.6 ± 2.2日/週）に比べて有意に高かった。競技区分別では、夏季の女性のパワー系、
審美系、持久系、冬季の女性のスピードスケート・ショートトラックにおいて、いずれも試合期の牛乳摂
取頻度がトレーニング期に比べて有意に低かった。また、夏季の女性のストレングス系、冬季の男性のノ
ルディックにおいて、いずれも試合期の乳製品摂取頻度はトレーニング期に比べて有意に高かった。
【結論】
　トップアスリートでは、牛乳および乳製品の摂取頻度は期分けおよび競技区分によって違いがあった。
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短　報

Ⅰ　緒言

　アスリートにとって適切な食生活は、コンディショ
ン維持、身体づくりにおいて重要な要素となる 1）, 2）。
これまでに国立スポーツ科学センター（以下、JISS）
が実施したトップアスリートを対象とした調査では、
ソチ冬季オリンピック選手および候補選手の93％が
「バランスのよい食事を心がけている」と回答してお
り ３）、トップアスリートの食意識の高さがうかがえる。
　一方、日本のトップアスリートの実際の食事摂取に
関する報告は少ない。これまでに1998年のアジア大会
出場選手を対象とした合宿期と日常期の食生活に関す
る調査結果が報告されており、アジア大会出場選手（男
性：68名、女性：37名）の牛乳・乳製品の摂取量が少
ない可能性が指摘されている ４）。牛乳および乳製品
は、たんぱく質やカルシウムの供給源となる。日本人

を対象としたカルシウム吸収率の研究では、牛乳のカ
ルシウム吸収率は39.8％であり、小魚32.9％、野菜
19.2％に比べて高いことが報告されている ５）。そのた
め、カルシウムの摂取を目的として牛乳や乳製品の摂
取を推奨されることが多い。また、比較的手に入りや
すい食品のため、アスリートは補食としても活用する
ことが想定される。日本においては、アスリートはジュ
ニア期から栄養教育を受ける機会があり、その際、バ
ランスの良い食事として「主食、主菜、副菜、果物、
牛乳・乳製品」がそろった食事を「食事の基本形」と
して栄養教育が行われている ６）～ ９）。そのため、現在の
トップアスリートでは牛乳や乳製品の摂取習慣のある
選手が多い可能性があるが、1998年のアジア大会出場
選手以外では、日本のトップアスリートの摂取状況に
ついては明らかでない。
　アスリートの食生活を考える際には、トレーニング
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期や試合期のように「期分け」を考慮する必要がある。
トップアスリートは期分けにより食事回数や食事内容
などの食習慣が異なることが報告されている10）。しか
しながら、日本の複数種目のトップアスリートを対象
に期分けごとの食事摂取状況を検討している報告は存
在しない。
　そこで本研究では、トップアスリートの牛乳および
牛乳以外の乳製品（以下、乳製品）の摂取状況の実態
を期分け別に把握することを目的とした。あわせて、
競技区分による違いも調査した。

Ⅱ　方法

１．調査方法
　JISSで実施された派遣前メディカルチェック（第31
回オリンピック競技大会（リオデジャネイロ）、第23
回オリンピック冬季競技大会（平昌））のデータを使
用した。調査期間は、リオデジャネイロオリンピック
（以下、夏季）は2016年 ２ 月～ ７ 月、平昌オリンピッ
ク（以下、冬季）は2017年 ６ 月～2018年 １ 月であった。
調査には、自記式の問診票を使用した。なお、メディ
カルチェックの実施にあたり、データの利用に関して
選手から文書による同意を得ている。本研究は、独立
行政法人日本スポーツ振興センター国立スポーツ科学
センター倫理審査委員会の承認を受けて実施した（承
認番号：016、055）。

２ ．対象
　対象は派遣前メディカルチェックを受けた選手（オ
リンピック出場および候補選手）のうち、牛乳アレル
ギーがあると回答した者 ７ 名を除く、夏季679名（男
性：379名、女性：300名）、冬季241名（男性：126名、
女性115名）であった。対象となった選手の競技名は、
夏季では陸上競技（短距離、中距離、長距離、3,000 m、
100 & 110 mハードル、400 mハードル、 ４ ×400 m
リレー、七種 & 十種競技、高跳び、投擲、20 & 40 
km競歩）、水泳（競泳、飛込み、シンクロナイズドス
イミング）、自転車、 カヌー、サッカー、テニス、卓球、
バドミントン、ホッケー、バレーボール（バレーボー
ル、ビーチバレーボール）、バスケットボール、ラグ
ビー、ウエイトリフティング、体操（体操、新体操、
トランポリン）、馬術、フェンシング（フルーレ、エペ、
サーブル）、射撃（ライフル、クレー）、アーチェリー、
ゴルフ、柔道、ボクシング、レスリング（フリー、グ
レコローマン）、テコンドー、近代五種、トライアス
ロン、セーリングであった。冬季ではスキー（アルペ
ン、クロスカントリー、ジャンプ、ノルディック複合、
フリースタイル、スノーボード）、スケート（スピー
ドスケート、ショートトラック、フィギュアスケー
ト）、アイスホッケー、ボブスレー（ボブスレー、ス

ケルトン）、カーリング、バイアスロンであった。
　対象者の競技種目を夏季は、パワー系、ストレング
ス系、ラケット系、審美系、体重階級系、持久系、チー
ムスポーツ、その他の ８ 区分に分類した。この分類は、
JISSの先行研究10）と同様に国際オリンピック委員会の
栄養に関する合同声明11）～16）の分類を基本とした。冬
季は日本オリンピック委員会の競技種目分類17）とJISS
の競技分類を考慮し分類した（表 １ ）。

３ ．調査項目
　対象者の年齢、身長、体重、競技種目、 １ 週間あた
りの牛乳と乳製品（ヨーグルト・チーズ等）の摂取頻
度を調査した。自己申告による身長と体重からbody 
mass index（以下、BMI）を算出した。
　 １ 週間あたりの摂取頻度は、トレーニング期と試合
期における「過去 １ 年間の典型的な １ 週間の摂取頻度」
として １ 週間に摂取した日数（日/週）を調査した。
また、牛乳については、200 gを １ 杯とした場合の １
日あたりの摂取杯数を調査し、 １ 週間あたりの摂取頻
度から １ 日の摂取量を算出した。選手が記入した後、
管理栄養士が全ての回答を確認した。

４ ．統計解析
　値は平均値±標準偏差で示した。トレーニング期と
試合期の摂取頻度の比較にはWilcoxonの符号付き順
位検定を用いた。なお、統計解析にはIBM SPSS 
Ver.24.0を使用し、両側検定にて、統計的有意水準は
５ %とした。

Ⅲ　結果

１．対象者の一般特性
　表 ２ に対象者の年齢、身長、体重、BMIを夏季およ
び冬季の男女別に示した。最も平均年齢が高かったの
は、夏季の男性であり、最も低かったのは夏季の女性
であった。また、BMIが最も高かったのは、夏季の男
性であり、夏季の女性と冬季の女性が低かった。また、
競技区分ごとの男女別の年齢、身長、体重、BMIは表
３ に示した。最も平均年齢が高かったのは、夏季の男
性のその他であり、最も低かったのは冬季の女性の
フィギュアスケートであった。また、BMIが最も高かっ
たのは、冬季の男性のボブスレーであり、最も低かっ
たのは冬季の女性のフィギュアスケートであった。

２ ．牛乳・乳製品の摂取頻度
　夏季、冬季それぞれのトレーニング期および試合期
の牛乳と乳製品の摂取頻度を男女別に表 ４ に示した。
夏季と冬季の男女それぞれの摂取頻度はトレーニング
期、試合期のいずれも、牛乳に比べ乳製品の摂取頻度
が高い傾向があった。期分け別では、牛乳の摂取頻度
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表 1　競技区分
夏季種目 冬季種目

競技区分 競技名 競技区分 競技名

パワー系

陸上競技 / 中距離

スキー

スキー
アルペン

陸上競技 /400 m ハードル フリースタイル
近代五種 モーグル

フェンシング
ノルディック

クロスカントリー
競泳 コンバインド

自転車 / トラック ジャンプ
カヌー スノーボード スノーボード

ストレングス系

陸上競技 / 短距離
スケート

スピードスケート
陸上競技 / 跳躍 ショートトラック
陸上競技 / 投擲 フィギュアスケート

陸上競技 /110 m ハードル、100 m ハードル アイスホッケー アイスホッケー
陸上競技 / 十種競技、七種競技

ボブスレー
ボブスレー

ラケット系
卓球 スケルトン

テニス カーリング カーリング
バドミントン バイアスロン バイアスロン

審美系

飛込
シンクロ

トランポリン
体操競技
新体操

体重階級系

柔道
レスリング

ウエイトリフティング
テコンドー
ボクシング

ボート

持久系

陸上競技 / 長距離
陸上競技 /3,000 m障害

陸上競技 / 競歩
自転車 / ロードレース

自転車 / マウンテンバイク
セーリング

トライアスロン
オープンウォーター

チームスポーツ

ホッケー
サッカー
ラグビー

バレーボール
ビーチバレー

バスケットボール
水球

その他

ゴルフ
ライフル射撃
クレー射撃

アーチェリー
馬術
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は、夏季の女性、冬季の男性および女性で試合期がト
レーニング期に比べて有意に低かった。乳製品でト
レーニング期と試合期の摂取頻度に差があったのは冬
季の女性で、試合期の摂取頻度がトレーニング期に比
べて有意に高かった。
　表 ５ には、競技区分ごとの牛乳・乳製品の摂取頻度
を期分け別に示した。牛乳を平均週 ５ 日以上摂取して
いたのは冬季の女性のフィギュアスケートのトレーニ
ング期のみであった。トレーニング期と試合期の牛乳
摂取頻度に差があったのは、夏季の女性のパワー系、
審美系、持久系、冬季の女性のスピードスケート・
ショートトラックであり、いずれも試合期の摂取頻度
がトレーニング期に比べて有意に低かった。牛乳の摂
取頻度が特に少なかったのは、冬季の男女のバイアス
ロンであり、トレーニング期および試合期の摂取頻度
は0.3～1.3日/週であった。
　乳製品を平均週 ５ 日以上摂取していたのは、トレー
ニング期では、夏季の女性のパワー系、審美系、チー
ムスポーツ、冬季の男性のスピードスケート・ショー
トトラック、カーリング、バイアスロン、冬季の女性
のスピードスケート・ショートトラック、バイアスロ
ンであった。試合期では、トレーニング期に週 ５ 日以
上摂取していた競技に加え、夏季の女性のラケット
系、冬季の男性のノルディック、冬季の女性のボブス
レー、カーリングが週 ５ 日以上摂取していた。トレー
ニング期と試合期で摂取頻度に差があったのは、夏季
の女性のストレングス系、冬季の男性のノルディック
で、いずれも試合期の摂取頻度がトレーニング期に比
べて有意に高かった。
　表 ６ には、牛乳と乳製品をあわせた乳類、牛乳、乳
製品について、 １ 週間に １ 日も摂取しない選手の割合
を示した。牛乳については、夏季・冬季、およびトレー
ニング期・試合期において １ 日も摂取しない選手の割
合がそれぞれ25％以上であった。

３ ．牛乳の摂取量
　牛乳の摂取量は、トレーニング期では冬季の男性が
最も多く、冬季の女性が最も少なかった。試合期では
夏季の男性が最も多く、冬季の女性が最も少なかっ
た。夏季、冬季の男性、女性ともに、牛乳の摂取量は

試合期に比べてトレーニング期が有意に多かった（表
７ ）。

Ⅳ　考察

　リオデジャネイロオリンピックおよび平昌オリン
ピック派遣前メディカルチェックを受けた選手を対象
に、乳類を牛乳と乳製品（ヨーグルト、チーズなど）
にわけ、それぞれの摂取頻度を調査した。また、夏季
は ８ 競技区分、冬季は ９ 競技区分にわけ、それぞれの
競技区分のトレーニング期と試合期の摂取頻度の違い
を調査した。その結果、牛乳の摂取頻度は夏季の女性、
冬季の男性・女性で試合期がトレーニング期に比べて
有意に低く、乳製品の摂取頻度は冬季の女性で試合期
がトレーニング期に比べて有意に高かった。本研究で
は、日本のトップアスリートにおいて、牛乳・乳製品
の摂取状況はトレーニング期および試合期で異なるこ
とが明らかとなった。
　競技区分別でみると、トレーニング期と試合期で摂
取頻度に差があったのは、牛乳では ４ つの競技区分で
あり（いずれも女性の夏季のパワー系、審美系、持久
系、冬季のスピードスケート・ショートトラック）、
いずれも試合期の摂取頻度がトレーニング期に比べて
有意に低かった。乳製品では、夏季の女性のストレン
グス系および冬季の男性のノルディックでトレーニン
グ期に比べて試合期の摂取頻度が有意に高かった。期
分けによる摂取頻度の違いには、トップアスリートは
海外遠征が多いため、トレーニング期と試合期の食環
境が異なることが要因である可能性が挙げられる。ま
た、試合期は、運動量が減る場合はそれに合わせて食
事量を減らす、持久系種目ではカーボローディングを
行うため糖質摂取量を増やす、消化しやすい食品を選
択するなど食事を調整する場合がある18）。選手によっ
ては、トレーニング期と試合期で牛乳または乳製品の
摂取頻度を変えることで食事調整を行っている可能性
がある。
　牛乳の摂取頻度が特に少なかったのは冬季の男女の
バイアスロンであり、男女ともにトレーニング期およ
び試合期で0.3～1.3日/週であった。一方、乳製品の摂
取頻度は5.2～6.3日/週であり、バイアスロンの選手は

表 2　対象者の一般特性
夏季 冬季

男性（n = 379） 女性（n = 300） 男性（n = 126） 女性（n = 115）
年齢（歳） 26.5 ± 6.0 24.4 ± 4.9 24.5 ± 4.9 24.5 ± 5.3 
身長（cm） 178.8 ± 9.2 165.0 ± 8.6 172.5 ± 5.6 160.5 ± 6.0 
体重（kg） 76.4 ± 13.7 59.9 ± 10.7 69.1 ± 8.6 56.5 ± 7.3 

BMI（kg/m2） 23.8 ± 3.0 21.9 ± 3.1 23.2 ± 2.2 21.9 ± 1.9 
平均値 ± 標準偏差
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乳製品の摂取頻度が高い傾向にあった。牛乳よりも乳
製品を摂取する傾向は全体でも見られ、夏季と冬季の
男女それぞれの摂取頻度はトレーニング期、試合期の
いずれも、牛乳に比べ乳製品の摂取頻度が高い傾向が
あった。一方、牛乳の摂取頻度が最も多かったのは、
冬季の女性のフィギュアスケートのトレーニング期で
あった。
　牛乳の平均摂取量については、調査方法は異なる
が、平成28年度の国民健康栄養調査19）の同年代（20～
29歳）の一般集団の平均摂取量は、男性（n = 710）
で53.3 ± 105.0 g、女性（n = 779）で55.1 ± 99.2 gで
あった。これらと比較するとトップアスリートでは、
平均摂取量が少なかった試合期でも、男性では夏季、
冬季ともに一般集団の ２ 倍以上の摂取量であった。女
性では冬季の牛乳摂取量が少ない傾向があったが、一
般集団と比べると ２ 倍近い摂取量であった。日本体育
協会（現日本スポーツ協会）は、ジュニア期のアスリー
トに対する栄養教育として、バランスの良い食事のと
り方である「主食、主菜、副菜、果物、牛乳・乳製品
を毎食そろえる」ことを「食事の基本形」として推奨
している ６）。日本陸上競技連盟や日本卓球協会のジュ
ニア期の栄養教育にも用いられていることが報告され
ている 8）, 9）。JISSにおいてもこの食事のとり方を基本
とし、アスリートの栄養教育に用いている20）。そのた
め、ジュニア期では、多くの場合で「食事の基本形」
をベースに栄養教育が行われていることが予想され
る。これらのことから、毎食牛乳を摂取している選手
も存在することも推測され、平均摂取量が一般集団よ
りも多かったと推察される。また、プロテインなどを
牛乳に溶かして摂取していることも予想され、そのた
め牛乳の摂取量が多い可能性もある。今回の調査では
乳製品の摂取量は把握できていないが、トップアス
リートでは、牛乳と同様に乳製品の摂取量も一般集団
に比べて多いかもしれない。
　本研究の限界として、複数種目かつ多数のトップア
スリートの摂取状況を調査するため、JISSで実施され
たオリンピックの派遣前メディカルチェックの問診票

を用いた調査であり、問診票内の限られたスペースを
使用した調査であることが挙げられる。また、トレー
ニング期と試合期は「過去 １ 年間の典型的な １ 週間」
として調査したため、トレーニング期と試合期の期間
や、その期間中の摂取頻度は選手それぞれの自己評価
である。トレーニング期でも、例えば冬季種目であれ
ば夏季のオフシーズン中のトレーニングであるか、ま
たは雪上や氷上でのトレーニングであるかによっても
摂取状況は異なると予想される。試合期では、例えば
体重階級種目であれば、減量の有無や減量幅も階級や
個人によって異なる。本調査では、メディカルチェッ
クの限られた時間の中で日本代表選手に負担なく記入
してもらうための方法として問診票を用いたが、摂取
頻度を把握することで、実際の摂取量を明らかにする
ことはできないことから、トップアスリートの摂取状
況を把握するための方法としては十分ではない可能性
があった。また、牛乳や乳製品の具体的な種類（低脂
肪牛乳、無脂肪ヨーグルトなど）や摂取目的、乳製品
の摂取量なども把握できていない。しかしながら、日
本におけるトップアスリートの牛乳・乳製品の摂取に
関する基礎資料を得る目的としては、現時点では本調
査以外の方法はないため有意義であったと考える。今
後、得られた知見をもとに、それぞれの期分け、およ
び競技区分別に牛乳・乳製品の種類や摂取目的等の詳
細を明らかにしていく必要がある。

Ⅴ　結論

　トップアスリートでは、牛乳よりも乳製品の摂取頻
度が高い傾向があった。牛乳および乳製品の摂取頻度
はトレーニング期と試合期で異なり、競技区分によっ
ても違いがあった。
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表 4　トレーニング期・試合期の牛乳・乳製品摂取頻度
（日/週）

牛乳 乳製品
n トレーニング期 試合期 p 値 トレーニング期 試合期 p 値

夏季
男性 379 3.3 ± 2.7 3.2 ± 2.7 0.064 4.1 ± 2.3 4.1 ± 2.3 0.780 
女性 300 3.6 ± 2.8 3.2 ± 2.7 < 0.001 ＊ 5.0 ± 2.0 5.0 ± 2.1 0.736

冬季
男性 126 3.9 ± 2.7 3.6 ± 2.7 0.042 ＊ 4.2 ± 2.2 4.4 ± 2.3 0.118 
女性 115 2.8 ± 2.7 2.6 ± 2.7 0.030 ＊ 4.6 ± 2.2 4.8 ± 2.1 0.007 ＊

平均値±標準偏差
Wilcoxon の符号付き順位検定
＊ p < 0.05
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表 5　競技区分ごとのトレーニング期・試合期の牛乳・乳製品の摂取頻度
（日 / 週）

牛乳 乳製品
n トレーニング期 試合期 p 値 トレーニング期 試合期 p 値

夏季

男性

パワー系 45 3.4 ± 2.6 3.3 ± 2.7 0.317 4.2 ± 2.4 4.0 ± 2.4 0.522 
ストレングス系 42 3.2 ± 2.7 3.3 ± 2.8 0.577 3.4 ± 2.0 3.3 ± 1.8 0.102 

ラケット系 15 3.3 ± 2.9 2.9 ± 2.7 0.166 3.3 ± 2.4 3.9 ± 2.7 0.141 
審美系 15 3.3 ± 2.7 3.8 ± 2.8 0.167 4.0 ± 2.5 4.5 ± 2.4 0.109 

体重階級系 43 4.0 ± 2.8 3.7 ± 2.8 0.166 4.2 ± 2.4 4.0 ± 2.5 0.191 
持久系 26 3.7 ± 2.6 3.7 ± 2.8 0.715 4.2 ± 2.2 4.2 ± 2.1 0.480 

チームスポーツ 152 3.4 ± 2.7 3.3 ± 2.7 0.206 4.6 ± 2.2 4.5 ± 2.2 0.562 
その他 41 1.8 ± 2.4 1.7 ± 2.2 0.598 2.8 ± 2.4 3.3 ± 2.4 0.062 

女性

パワー系 32 3.8 ± 2.6 2.8 ± 2.6 0.006 ＊ 5.7 ± 1.5 5.8 ± 1.6 0.496 
ストレングス系 22 3.2 ± 2.8 3.0 ± 2.8 0.109 4.3 ± 2.3 4.5 ± 2.3 0.046 ＊

ラケット系 16 3.3 ± 2.5 2.4 ± 2.3 0.165 4.5 ± 1.6 5.0 ± 2.0 0.389 
審美系 30 3.6 ± 2.8 2.9 ± 2.7 0.009 ＊ 6.0 ± 1.6 6.2 ± 1.5 0.472 

体重階級系 36 3.5 ± 2.7 3.3 ± 2.6 0.399 4.0 ± 2.3 3.4 ± 2.4 0.121 
持久系 33 3.7 ± 2.8 3.5 ± 2.7 0.039 ＊ 4.8 ± 2.0 4.8 ± 2.1 0.717 

チームスポーツ 108 3.9 ± 2.8 3.8 ± 2.8 0.937 5.4 ± 1.9 5.5 ± 1.8 0.174 
その他 23 2.5 ± 3.0 1.9 ± 2.8 0.068 3.9 ± 2.2 3.7 ± 2.2 0.157 

牛乳 乳製品
n トレーニング期 試合期 p 値 トレーニング期 試合期 p 値

冬季

男性

スキー 8 4.9 ± 2.2 3.6 ± 3.1 0.109 3.6 ± 2.1 3.5 ± 2.1 0.317 
ノルディック 19 4.6 ± 2.9 4.6 ± 3.0 0.655 4.4 ± 1.8 5.4 ± 1.7 0.011 ＊

スノーボード 36 3.2 ± 2.4 3.0 ± 2.4 0.765 3.4 ± 2.0 3.4 ± 2.2 0.888 
スピードスケート・�
ショートトラック

35 4.8 ± 2.6 4.5 ± 2.5 0.203 5.2 ± 2.2 5.0 ± 2.3 0.086 

フィギュアスケート 11 4.2 ± 2.8 3.7 ± 2.6 0.180 3.8 ± 2.8 3.7 ± 2.9 0.317 
ボブスレー 8 2.4 ± 2.3 2.8 ± 2.8 0.180 2.5 ± 1.3 4.5 ± 1.9 0.109 
カーリング 5 1.4 ± 3.1 0.8 ± 1.8 0.317 5.8 ± 1.8 5.2 ± 2.5 0.317 

バイアスロン 4 1.3 ± 2.5 0.5 ± 1.0 0.317 5.3 ± 1.7 6.3 ± 1.0 0.317 

女性

スキー 5 1.0 ± 2.2 1.0 ± 2.2 1.000 4.6 ± 2.5 4.6 ± 2.5 1.000 
ノルディック 5 2.6 ± 2.5 2.6 ± 2.5 1.000 3.0 ± 2.5 3.0 ± 2.5 1.000 
スノーボード 25 2.0 ± 2.4 1.7 ± 2.2 0.131 4.1 ± 2.1 4.4 ± 2.2 0.223 

スピードスケート・
ショートトラック

36 3.0 ± 2.6 2.4 ± 2.5 0.039 ＊ 5.2 ± 2.4 5.2 ± 2.3 0.854 

フィギュアスケート 9 5.0 ± 2.9 4.2 ± 3.3 0.180 4.4 ± 2.7 4.8 ± 2.2 0.102 
アイスホッケー 25 3.4 ± 2.7 3.3 ± 2.8 0.705 4.5 ± 2.0 4.7 ± 1.9 0.066 

ボブスレー 9 3.7 ± 2.7 4.0 ± 2.9 0.180 4.7 ± 2.1 5.2 ± 1.8 0.276 
カーリング 5 2.8 ± 2.7 2.8 ± 2.7 1.000 4.6 ± 2.2 5.2 ± 2.2 0.257 

バイアスロン 6 0.5 ± 0.8 0.3 ± 0.5 0.317 5.2 ± 1.6 5.7 ± 1.2 0.317 
平均値±標準偏差
Wilcoxon の符号付き順位検定
＊ p < 0.05
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　本研究の実施に際し、多大なるご協力をいただきま
したJISSメディカルセンタースタッフ、スポーツ科学
部アシスタントスタッフのみなさまに心より御礼申し
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表 6　 1週間で 1日も摂取しない選手の割合
トレーニング期 試合期

夏季 冬季 夏季 冬季
乳類 1 日も摂取しない 14 （ 2 ） 6 （ 2 ） 20 （ 3 ） 7 （ 3 ）

（牛乳 + 乳製品） 週 1 ～ 7 日摂取する 665 （ 98 ） 235 （ 98 ） 659 （ 97 ） 234 （ 97 ）
牛乳 1 日も摂取しない 182 （ 27 ） 61 （ 25 ） 201 （ 30 ） 71 （ 30 ）

週 1 ～ 7 日摂取する 497 （ 73 ） 179 （ 75 ） 478 （ 70 ） 169 （ 70 ）
乳製品 1 日も摂取しない 31 （ 5 ） 10 （ 4 ） 38 （ 6 ） 11 （ 5 ）

週 1 ～ 7 日摂取する 647 （ 95 ） 230 （ 96 ） 639 （ 94 ） 229 （ 95 ）

人数（％）で示した

表 7　牛乳摂取量
（g/ 日）

n トレーニング期 試合期 p 値

夏季
男性 379 137.9 ± 168.0 129.7 ± 163.0 0.013 ＊

女性 300 141.0 ± 146.3 120.8 ± 134.9 < 0.001 ＊

冬季
男性 126 159.9 ± 191.9 123.8 ± 118.4 0.001 ＊

女性 115 109.6 ± 144.9 94.4 ± 128.2 0.006 ＊

平均値±標準偏差
Wilcoxon の符号付き順位検定
＊ p < 0.05
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ABSTRACT

【Aim】
The aim of this study was to investigate the frequency of the consumption of milk and other dairy products 
during periods of training and competition among elite Japanese athletes. We also investigated the differences ac-
cording to sports categories.
【Methods】
In this study, elite Japanese athletes who were candidates for the Rio de Janeiro Olympic Games (Summer 
group) and the PyeongChang Olympic Games (Winter group) underwent medical evaluations at the Japan Insti-
tute of Sports Sciences and completed self-reported questionnaires.
【Results】
The frequencies of milk consumption during the competition period were significantly lower than those during 
the training period in women in the Summer group (3.2 ± 2.7 and 3.6 ± 2.8 days/week, respectively), in men in 
the Winter group (3.6 ± 2.7 and 3.9 ± 2.7 days/week, respectively), and in women in the Winter group (2.6 ± 2.7 
and 2.8 ± 2.7 days/week, respectively). The frequency of dairy products consumption during the competition pe-
riod (4.8 ± 2.1 days/week) was significantly higher than that during the training period (4.6 ± 2.2 days/week) in 
women in the Winter group. In each sports category (power, aesthetic, and endurance sports in the Summer 
group; speed skating and short track in the Winter group), the frequencies of milk consumption during the com-
petition period were significantly lower than those during the training period in women. In women competing in 
strength sports and in men competing in Nordic sports, the frequencies of dairy products consumption during 
the competition period were significantly higher than those during the training period.
【Conclusion】
In elite Japanese athletes, the frequencies of milk and dairy products consumption differed between the training 
and competition periods and according to sports category.

Keywords: �elite athletes, milk and dairy products, training period, competition period, sports category


